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平成27年度事業計画書について
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事業計画書に掲載する肉容

(1)指定期間の目標に向けての当該年度目標

(2)管理執行体制

ア職員配置体制表
イ責任体制
ウ事故発生時対応
エ災害発生時対応
オ緊急対応業務フロー
カ緊急速絡体制表

(3)指定管理業務計画書

ア年開業務計画表
(ア)運営業務に関する計画表(休業日、供用時間、年間勤務体制など)
(イ)管理業務に関する計画表(年間保守点検予定表、清掃計画予定表、
修繕計画を含む)
(ウ)提案事業に関する計画表
(エ)外部委託予定表

(オ)防犯・防災対策
(カ)要望対応方針"事務フロー
(キ)研修計画表

(4)指定管理業務に係わる該当年度の収支計画表

(5)年間自主事業計画表及び収支計画表

(6)その他甲が必要と認める事項



(1 )指定期聞の目標に向けての当骸年度目標

1指定期間の目標

横浜フィッシングピアーズの目的である「市民に安全で快適な海づりの場を提供する

ことにより、市民の余限の活用及び健康の増進に寄与するため」という趣旨に則り、

お客様が喜んで過ごせるような環境(魅力的で嬉しい場所、快適な空間、安全な環境

等)の創造を目標といたします。

(1 )本牧海づり施設で‘培ったつり教室大会やイベント等による施設利用者の増加について

は、2009年度実績比129.5%の18万人を目指します。

また、この本牧海づり施設利用者数増加の成功事例をもとに、大黒海づり施設では9万人

(同2009年度比155.8%)、磯子海づり施設では6万人(同2009年度比270.7%)を目指

(2)全体

2009年度実績218，844人 → 33万人 150.7%

2 2015年度の取組について

(1 )広報について

横浜フィッシングピアーズ(海づり施設及び大黒緑地公園)の認知度を高めるために、

近隣釣具属や告知サイトにイベント告知等を行います。

(2)イベントについて

つり教室・つり夫会・無料つりデー(小中学生、女性、横浜市民対象)などは、

3施設共通で実施することで地域格差を解消してまいります。

イベント開催は、上期75以上・下期75以上を計画しリピーター獲得に努めます。

特に大黒・磯子商海づり施設については、イベント数を増やし更なる集客に努めます。

(3)営業時間について

各施設の特性を生かした、営業時間の延長を展開していきます。

入場規制などによる利用者待ち時間を抑えるため、期間的に開場時間を早め相互手11用を可能とい

たします。

(4)安全・安心について

緊急時の対応訓練を毎月実施し、施設利用者の安全・安心を図ります。

(5)大黒先端緑地の更なる活用について

利用者の参加可能なイベントを企画・誘致し、緑地を有効利用してまいります。



横浜市大黒海づり施設

責任者

副責任者

設備‘清掃

巡視

巡視

巡視

受付

受付

受付

横浜支庖

統括責任者

(2) 管理執行体制 (ア)職員配置体制表

支庖長

センター長

横浜市本牧海づり施設 横浜市磯子海づり施設

責任者 責任者

副責任者 副責任者

設備・清掃 設備・清掃

設備・清掃 受付

巡視 巡視

巡視 巡視

巡視 巡視

受付

受付

受付



横浜市港湾局賑わい振興課

横浜市大黒海づり胞設

責任者

副責任者

設備・清掃

巡視

巡視

巡視

受付

受付

受付

(2) 管理執行体制 (イ)責任体制

横浜市本牧海づり施設

責任者

副責任者

設備・清掃

設備‘清掃

巡視

巡視

巡視

受付

受付

受付

南関東支社
支社長
業務部長

横浜市磯子海づり施設

責任者

副責任者

設備・清掃

受付

巡視

巡視

巡視
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実施場所横浜市本牧i毎づり施設
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(ウ)事故発生時対応

内容定義・目的:

1.落水事故発生時の落水者の救助活動と二次災害防止の観点から、施設担当者が取るべき

役割分担、具体的行動基準を示す

2.傷害事故発生時の救急車要請と応急処理のために、施設担当者が取るべき

役割分担、具体的行動基準示す

使用する器具.

・担架、救命浮き輪、ゴムボート、ロープ

・毛布、薬箱

・緊急連絡先 消防ー119 海よ:118 

-水上警察

"山手警察

045-212-0110 

045-623-0110 

-港湾局賑わい振興課 045-671ー7188

・横浜支腐 045-640-1810 

チェック
E 

1 )情報収集

2)通報

i 3)館内非常通報

4)救助・工作

5) 救助活動支援

6) 事故再発の防止

作業内容

:早急に発生現場、人数を確認、傷害具合確認

:落水の場合水上警察署、海上保安部へ通報

消防署に救急車の要請

:落水者ありの放送、救助協力の放送、ならびに二次災害

防止の為の注意放送

:状況判断に基づいた救命浮き輪、ゴムボート、救命胴衣、

ロープ、の使用

状況判断に基づいた救命活動、応急手当

:落水者体温保護のための毛布、着替え、薬箱等用意

他お客様への注意の呼びかけ、事故原因となったものの排除

救急隊通行通路の確保

:事故原因の調査、再発防止の対策実施

ポイント:

救助活動に必要な道具の一括定位置管理

定期的な救助訓練の実施 寸

緊急通報の手順書の作成、掲示

自衛救助隊組織、役割分担、救助作業手順書、作成掲示

通報を受けた際、場所・人数・状況の確認

救命浮き輪、ゴムボート、担架、毛布等現場へ急送

他のお客様にパニックを発生させないよう落ち着いて対応

することが大切



‘・

(2)管理執行体制 (ウ)事故発生時対応

業務
緊急 作業名 事故発生時の対応 頻度

実施 即時 実施者
分類 時期

実施場所:横浜市大黒海づり施設

使用する器具:

内容定義・自的. -担架、救命浮き輪、ゴムボート、ロープ

1落水事故発生時の落水者の救助活動と二次災害防止の観点から、施設担当者が取るべき -毛布、薬箱

役割分担、具体的行動基準を示す -緊急連絡先:消防:119 海上 118

2.傷害事故発生時の救急車要請と応急処理のために、施設担当者が取るべき -水上警察 045-212ー0110

役割分担、具体的行動基準示す -鶴見警察 045-504ー0110

-港湾局賑わい振興課 045-671-7188 

-横浜支庖 045-640ー1810

チzック 作業内容 ポイント:

1 )情報収集 :早急に発生現場、人数を確認、傷害具合確認 救助活動に必要な道具の一括定位置管理

2) 通報 :落水の場合水上警察署、海上保安部へ通報 定期的な救助訓練の実施

消防署に救急車の要請 緊急通報の手順書の作成、掲示

3) 館内非常通報 落水者ありの放送、救助協力の放送、ならびに二次災害 自衛救助隊組織、役割分担、救助作業手順書、作成掲示

防止の為の注意放送

4)救助・工作 :状況判断に基づいた救命浮き輪、ゴムボート、救命胴衣、 通報を受けた際、場所・人数・状況の確認

ロープ、の使用 救命浮き輪、ゴムボート、担架、毛布等現場へ急送

状況判断に基づいた救命活動、応急手当

5) 救助活動支援 落水者体温保護のための毛布、着替え、薬箱等用意 他のお客様にパニックを発生させないよう落ち着いて対応

他お客様への注意の呼びかけ、事故原因となったものの排除 することが大切

救急隊通行通路の確保

6) 事故再発の防止 -事故原因の調査、再発防止の対策実施



(2)管理執行体制 (ウ)事故発生時対応

業務 緊急 作業名 事故発生時の対応 頻度 実施 即時 実施者
分類 時期

実施場所横浜市磯子海づり施設

使用する器具

内容定義・目的 -担架、救命浮き輪、ゴムボート、ロープ

1 落水事故発生時の落水者の救助活動と二次災害防止の観点から、施設担当者が取るべき -毛布、薬箱

役割分担、具体的行動基準を示す -緊急連絡先:消防 119 海上 118

2 傷害事故発生時の救急車要請と応急処理のために、施設担当者が取るべき -水上警察 045-212-0110 

役割分担、具体的行動基準示す -磯子警察 045-761-0110 

-港湾局賑わい振興課 045-671ー7188

-横浜支庖 045-640-1810 

チェック; 作業内容 ポイント.

: 1) 情報収集 :早急に発生現場、人数を確認、傷害具合確認 救助活動に必要な道具の一括定位置管理

2) 通報 :落水の場合水上警察署、海上保安部へ通報 定期的な救助訓練の実施

消防署に救急車の要請 緊急通報の手順書の作成、掲示

3) 館内非常通報 落水者ありの放送、救助協力の放送、ならびに二次災害 自衛救助隊組織、役割分担、救助作業手順書、作成掲示

防止の為の注意放送

4) 救助・工作 :状況判断に基づいた救命浮き輪、ゴムボート、救命胴衣、 通報を受けた際、場所・人数・状況の確認

ロープ、の使用 救命浮き輪、ゴムボート、担架、毛布等現場へ急送

状況判断に基づいた救命活動、応急手当

5) 救助活動支援 :落水者体混保護のための毛布、着替え、薬箱等用意 他のお客様にパニックを発生させないよう落ち着いて対応

他お客様への注意の呼びかけ、事故原因となったものの排除 することが大切

救急隊通行通路の確保

6) 事故再発の防止 事故原因の調査、再発防止句対策実施

‘ 



(2)管理執行体制 (エ)災害発生時対応 く暴風・雷>

暴風・雷対策フローチャート 「本牧」・「大黒」・「磯子」海づり施設共通

| 底速計ト| 事務所 作警告時|
非常放送

i 
[ ~Ji1M出

風速10m以上を継続10分以上観;~IJ

「風が強くなってきてます。つりには充分
注意し、いつでも避難できるように道具を

片付けてください。」

女断続して注意放送を続ける。

風速15m以よを継続10分以上観測

避難放送

「非常に危険な状況です。つり道具を片付けて至
急避難して下さい。

肯総員避難完Tまで放送を継続及び釣り場での待機

風速20m以上を観測

避難放送ならびに避難誘導

包竺J
雷警報器:注意警報数値lまアンテナの設置状況・
地形等を考慮し、雷までの距離で数値決定。

①発雷信号田50km以内に雷発生
レベル1表示

注意放送

「雷が発生しました。道具を片づけいつ
でも

避難できる体勢を整えてください。」

②襲雷注意報:20km付近に雷接近
断続警報音。赤色ランプ点滅。

避難放送

「雷が嬢近してます。道具を片付け避難
して

下さい。繰り返します避難して下さい。」

③襲雷警報:10km付近に雷接近
連続警報音。赤色ランプ激しく点滅。

避難放送

「全員至急避難して下さい。雷が付近に
あります。至急全員避難して下さい。」



(2)管理執行体制

地震対応フローチャート

(エ)災害発生時対応 <地震>
本牧・大黒・磯子海づり施設共通

亙
一
=
保

蚕
=
一
確

蚕
=
一
全

両岨=一宇
A

※机の下等身近な場所へ速やかに退避固
※揺れが治まるまでむやみに出ない。

|地震規模の持切jgT22官一度一一
@非常ベルの鳴動 I震度5以上で|

|強工激震|国監封
LJ施設内外の 】 I湖周|

l | 港湾局 | 
I *責任者、副責担者の在確 E、全員の所在、安否確認

I *情報交娘、避難誘導チーム、救助チーム、情報チーム結成

現在の被害状況抱握、報告I*ラジオ、インターネyト靭ら情報収集
総合11;k災の発生、建物の崩壊、人的被害等
電気11全停電、部分停電の有無及び受電設備の被害

| 微震、軽震

中央監視盤表示確認、

自衛消防隊との相互連絡

ガス|ガス漏れの有無

水剖|j苫内外漏水の有無
遇制|電話、非常放送設備の被害

[府内放送(状況報告)ト→※被害大|

一「且非常 l放送「一※火災発生時にふ

|※被害小|

O第1段階

桟摘、護岸にいるお客様の総員避難誘導

お客様及び従業員の安否確濯、
お客様及び従業員の傷害の有無の確認
津波警報等、情報の収集
お客様の量生、避難場所の安全確保

O第2段階
緊急速絡先等情報連絡元の確保

近隣施設、地域の被害状況の把据

必要あれば、救急車、病院等連絡
以下、火災発生時マニュアノレに準ずる。

地震発生直後の当施設の避難場所は、

管理棟とヲるa

IE波情報l議蝦Fより総
ョ民初荷
電気、ガスの供給遮断

避難勧告

避難誘導

入命救助

T ※非常放送不通の場合は口頭伝達一

送電停止=今VCB開放・ガス停止=今元栓閉鎖

施設内設備、護岸、桟橋、航路標識等被害状況の把握

火災発生時には消火設備、避難設備の

可能な限りの機能保持に努める。

*地震規模により、地域住民土の連携、相互 I11 楼魚揮絡先
応援、救助活動を積極的に行うこと園 田 H

*安全確認後、ライフラインの確保に努める

《注意事項》

消防署
警察署
港湾局賑わい振興課
横浜航路標識事務所
イオンディライト閥横浜支J吉
東京電力横浜支社
東京ガス横浜支社
横浜市水道局中営業所(本牧)
横浜市水道局鶴見営業所(大黒)
横浜市水道局磯子営業所(磯子)

119 
110 

045-671-7188 
045-211ー 0778
045-640-1810 
045-461ー 7676
045-948-1100 
045-651-2281 
045-521-3421 
045-753-1241 

①地震発生の場合は、迅速に護岸、桟橋にいるお客様を避難させることを第一とする。
①地震発生の場合は、余震が続くことが予想されるので、お客様の安全の確保に万全を期す。
②たとえ被害報告がなくても、二次災害を誘発する不具合、危険箇所がないか総合的に点検、判断する事。



(2)管理執行体制 (エ)災害発生時対応 <火災>

火災対応フローチャート

事務所(緊急時防災司令室)

表示内容により、警報発信場所、及び作動機器

確認。その場で待機、責任者指示に従う。

施設内放送(中間報告)

区五記

無線機

本牧・大黒・磯子海づり施設共通

※最低1O-15(秒)は鳴動させ館内全員に

異常の発生を知らせる@

※主ベノレ、及び地区ベルスイッチをOFFにし、

鳴動を一旦停止する。

(注)この際、復旧スイッチは絶対操作しない事固

(何人たりとも禁止! !) 

※火!~帯牛の右揖場所 E開校間朝骨ー

事務所

※(只今、調査中です。し』まらくお待ちください・)

火災確認

担当(これより自衛消防隊と称する)毎の活動開始

※火災発生揚所の告知

※自衛消防隊活動の指示(初期消火、お客様の避難、誘導、他)

非常用設備の稼働確認

※自火報盤、監視盤表示ランプ点灯確認

※火災現場にて作動確認(被災に注意)

自衛消防隊隊長に報告(随時)

消|消火器による消火活動
火|消火栓による消火活動
避|非常灯、誘導灯の点灯。

難|非常口、避難階段の開放白非常持出の用意図

*避難誘導にあたってはトイレ(障害者用含む)
肉確認のこと

①出火場所、周囲状況により臨機応変に行動すること。
②自衛消防隊の一員であることを自覚し、組織の規律に従うこと。

原因解明報告

~ 
復旧確認

復|日スイッチON

自火報全表示ランプ
消灯確認。

事故報告書

119 
110 

045-461-7676 
045-948-1100 
045-671ー 7188

③「人名第一Jrお客様優先」を心得、全員の「連携」及び「迅速Jr冷静、沈着Jな行動をする事。



(2)管理執行体制 (ヱ)災害発生時対応 く安全対策及び救助〉

安全対策及び救助マニュアJレ 『本牧』・『大黒」・『磯子」海づり施霞共通

この安全管理マニアルは『本牧』・「大黒J'r磯子』海づり施設の利用者の
安全と快適な利用を図ることを目的として定めるものであるE

I 安全対策について
1、海づり施設職員は、施設利用者の安全・安心に留意し、施設を快適に利用できる
よう常に十分な注意をはらうこと。
2、海づり施設職員は、利用者の危険な行為を発見した場合は直ちに必要な措置を講じ、
対応報告を関係各機関へ連絡すること.

※危険な行為とは
①手摺に上ったり、手すりを乗り越え海側へ身を乗り出すこと。
②桟橋肉を走り回ること。3蜘へ吋りを行なうこと。
投げ釣りをする場合に、周囲に注意を払わずに隼を撮り投げること。
酪町して釣りを行なうこと.
⑥施設内で火気等を使用すること。
⑦大声等他の利用者へ迷惑を及ぼすこと

程一一社判断した行為
駐車場において駐車以外の目的で駐車場を使用すること
駐車場以外の場所へ草を侵入させること
その他、職員が危険であると判断した行為

※安全を確保するための必要な措置
①危険な行為を行なっている者へ口頭による注意
②酪町者へは、厳重注意のうえご退場していただしg施設全体へは、放送による注意の喚起。
来場者同士のトラブJレ等で他の臨設利用者へ危害が及ぶおそれの
ある場合については、
他の施設利用者がトラブルにまき込まれることのないようにし、警察への
出動要請を行なう。

※救助対応について
事故や怪我等にたいしては、迅速に行動できるよう必要資材を
確保するとともに設備の点検整備に万全の注意を払い、その取扱いに習熟しておくこと。
.救命浮輪、ゴムボート、非常綿子、救命胴衣
トランシーパー
消毒渡、包帯等その他救急セット

地震や強風、雷等の気象には常に注意し、これらに関する情報を
的確かつ早期に把握し、危険と判断した場合は、直ちに必要な措置を講ずること。

-台風及び強風について
①気象庁の台風情報に基づく港湾局からの配備計画に沿っての対応を実施する。
②施設を開場する場合には、来場者に対して、施設入場の際に風、波等が普段よりも強いことを告げ、注意を促すこと。g常時放送により、注意をよびかけ点，兄の変化によっては、開場の可能性もあることを放送で告げること。
駐車場においては入庫前に施設の状況を伝え、
入場を希望する方については、了承を得てから、駐車場へ入庫してもらうことa

⑤台風の接近が確実で、港湾局との協議により、施設を閉場することが決定した場合には
既に入場されている方へ危険回避のため施設を閉場することを放送する。
職員は施設の備品、構築効等が被害を受けることのないよう必要な措置をすること。

⑥事前の開場が決まり次第、施設入口に閉場のお知らせを掲げるとともに、
横浜市交通局へ閉場の連絡を行ない、HPにおいて閉場のお知らせを流すこと。

⑦駐車場についても同様のお知らせの掲示を行なう。
③閉場が決定したのちについても、緊急連絡のため職員1名は施設内で待機。(状況により全員帰宅とする。)
⑨その他、台風以外の強風時についても安全を第ーとし、同様の対応を行う。
風速計により
風速10m以上を計測した時点で、来場者へ注意の喚起放送を行なうこと.
風速15m以よを計測、危険と息われる場合には管理棟への退避を放送により呼びかける。
風速20m以上を計測した時点では放送だけでなく、職員により管理棟への避難誘導の実施を行ない、
利用者に対して早期の帰宅を促す。



.大雨について
①気象庁の気象情報に基づき、港湾局との協議により施設での対応を実魅する。
大雨警報が発令されている場合については事前に施設を閉場する。

②大雨により施設周辺の道路等の冠水等で交通機関の運行が中止されたことが
分かつた場合には施設を閉場し、すでに入場されている方へは天候状況を
放送で告げ、帰宅を急いでいただくと同時に、施設及び駐車場の
入ロヘ閉場の掲示を行なう。

③職員による施設肉の点検を行なったのち、異常が認められなければ、
緊急速絡要員を1名残し、他の職員については帰宅する。(状況により全員帰宅とする.) 

-雷について
①施設に設置された雷雲警報に基づき、第一段階については、
来場者に対し、雷雲の接近があり、今後状況により釣りを中止し、
管理棟への一時的な避難もあることを放送により事前に知らせる。

②雷雲警報の第二段階の警報が発報した場合l主、来場者に対して管理棟への
避難勧告を放送し、職員により速やかに管理棟への誘導を行なう。

③新たな来場者に対しては、駐車場・施設とも入口において
一時開場の掲示を行なうとともに、職員による現状説明を来場者へ行ない、
安全対応のため入場をお断りする。

-地震、津波について
①地震を感知したら、職員による来場者の安全確認を行なうとともに、施設の被害状況の確認を行なう。
②正確な地震情報収集に努め、来場者へいち早〈地震情報を放送により伝えること。
特に津波についてのE確な情報を施設利用者へ伝えるとともに必要な対応をとること。

③地震が震度5以上であれば、来場者へ放送により避難を呼びかけるとともに、
負傷者の有無を確認するとともに、職員による管理棟あるいは緑地への
避難誘導を実施する。また、港湾局lまか関係各機関への連絡を行なう。

④負傷者が確認された場合は、負傷者の状況を把握し、その場での対応か移動かを判断し、救急要請
を消防署へ行なう。宮た、軽傷であれば、臓員の手により応急手当を行い、安全の確保を第一とする。
⑤施設に被害が認められ、営業をすることが危険と判断される場合には、施設を閉場し、
関係各機関へ現状報告を行い、 HPへも閉場のお知らせを流す。
すでに入場されている方へは、放送!こより現状説明を行い、開場のお知らせを行なう。

⑥施設へ被害もなく、余震の心配もなくなり、営業を再開できると判断した時には、
港湾局と協議を行い、他の市民利用胞設の状況等も勘案して、営業を再調する。

-雪について
①施設への穣雷が予恕され、足元が滑りやすく、来場者にとって危険な
状態になる恐れがある場合、港湾局と協議のうえ、胞設を開場する。
閉場のお知らせを施設入口、及び駐車場へ掲示するとともに、
横浜市交通局へ開場の連絡を行なう。HPへも閉場のお知らせを流す。

②降雪が軽〈、職員の手による除雪で、施設を開場しても
安全であると判断される場合は、営業を行なう。

-火災について
①錨設内において火災を発見し、発見者が職員であれば、
もっとも近くにある消火器による消火を行なうとともに、
周辺の利用者へ避難を呼びかけ、利用者の安全を確保する。

②利用者からの通報により、火災発生を知らされた場合には、
消火器を持ち、現場に急行し、消火に努める.

③火災の艶いが強〈、消火器等での消火が無理と判断された時には、
消防署への通報を行い、火勢が広がらないように努める。

④火災による被害者の有無在確認するとともに、
入場者を施設外へ避難誘導し、利用者の安全確保に努める。

⑤けが人等が確認された場合には、けが人の安全と怪我の手当を第ーとし、
救急車の出動を要請する固

⑥鎮火が確認され、消防及び警察の調べが済み、安全が確認されるまでは何人も
施設肉へ入れないような措置をすること。

E 事故対応について
1桟橋からの転落事故
※現場対応について
①事故発見者が職員の場合は、直ちに救助活動に入るとともに、
近くの入場者へ対し、救助活動の協力、及び、管理棟への通報、連絡を依頼する。

②事故発見者が入場者の場合で、通報により事故発生を
知らされた場合は、直ちに事故現場に向かい、救助活動に入る.

③管理棟(事務所)1こあっては連絡要員として、1名I主事務所内に待機し、
救急車の要請及び、関係各機関への連絡等にあたる。



※関係機関への連絡
①消防署(119番)
救急車を必要と判断した場合には、置ちに出動要請する。
②海上保安庁(118番)
レスキューが必要と判断した場合は、直ちに出動を要請する。
③警察署(110番)
事故として連絡が必要と判断した場合には、宣ちに出動を要請する。
④港湾局
横浜市港湾局賑わい振興課TEI.671ー7188
事故が発生した時点で所管局へ直ちに連絡をする。
勤務時間外であれば別紙緊急速絡網に従い順次連絡をする。
⑤事故当事者の家族への連絡
救助活動を終了した後に、本人又は、同伴者から連絡先を聞き取りし、家族への連絡をとり、
状況によ世家族の方に施設へ来場をお願いする.
また、連絡先等が不明な場合については所持品等から詞ベる。

※混への転落者の救助方法について
①事故現場付近に臓員がいた場合には、浮輸を投げて転落者を浮輸につかまらせ、
転落者の安全を確保した後、近くの入場者へ管理棟事務所への救助要請を依頼する。

②転落者に体力的余裕がなく、浮輪へつかまることもできないような
緊急の場合には、近くの入場者へ浮き輸の紐を持ってもらい、
職員が浮輸を持って海に入札転落者を確保し、救急隊が来るのを待つ。

③転落者に意識がなく、心肺停止状態にある時は、心臓マッサージ及び
人工呼吸を行なう.(職員については年1固の救命方法についての研修を受講}

④転落者については、救助後、体温を保つように毛布等で保5jlL、救急車による病院への搬送をできるだけ早〈行なう。
(本人に意識があり、病院への搬送を断っても、救急隊員が到着するまでは施設内へ留めて、
救急隊員による転落者の安全が確認されるまでは本人を掃すことはしない

⑤事故発生とともに施設は臨時間場をし、施設入口及び駐車場入口において、
職員による状況説明を行い、新たな来場者については入場をお断りする。
すでに施設内にいる方については放送で臨時間場をお知らせし、出口にて状況説明を行い、理解いただし
関係各機関の事故処理が終わるまでは、営業を再開しない.

2その他の事故
※転倒等による負傷及び急病等の場合
①職員が事故発見者の場合、近〈の来場者へ管理棟事務所への
通報を依頼すると共に、直ちに救助活動に入る.怪我及び病気の状態が
軽度と判断される場合は、管理棟での応急処置を行なう。
怪我及び病状が深刻な状態と判断された場合には、救急車の要請を行L'，
傷病者の性~IJ'年齢・けが及び病気の症状等をできるだけ詳しく、救急隊へ伝える。

②入場者からの通報により、事故の発生を知らされた場合には、
通常業務に必要最低人員を事務所へ残L、事故現場へ急行する。
必要に応じ車椅子、11ン力を持参。

③傷病者の症状により管理棟へ移送するか、救急隊の到着を現場で待つかの判断を行なう。
④自ら積院へ行かれる場合については施設周辺の病院を紹介する。
⑤救急車を要請する場合には救急隊へ怪我等の症状を詳しく伝えるとともに性別・年齢も伝える。



類襲襲察頴饗態勝勝機

負傷事故発生

落水事故発生

火災発生

地震発生

津波注意報・警報発令

台風接近

暴風・雷警報発令

横浜市港湾局

賑わい振興課

(2)管理執行体制 (オ)緊急業務フロー

イオンディライト株式会社

横浜支庖

045-640-1810 

横浜市本牧海づり施鼓

統括責任者 045-623-6030

横浜市本牧海づり施設管理棟事務所

045-623-6030 

施設名(横浜市本牧海づり施設)

難鱒麟怒議時蹴譲鱒翻
山手警察署

045-623ー 0110

水上警察署

045-212ー 0110

横浜海上保安部

045-201-1673 

横浜中消防署

045-251ー0119

犠浜市水道局中営業所

045-651-2281 

東京ガス横浜支社

045-948-1100 



鞠負悪態傷事語踏故発襲襲生麟ll 

落水事故発生

火災発生

地震発生

津波注意報・警報発令

台風接近

暴風・雷警報発令

横浜市港湾局

娠わい振興課

連絡

./ 

H胆~IJII二、

(2)管理執行体制 (オ)緊急業務フロー

イオンディライト株式会社

横浜支庖

j 統問者… 通報
横浜市大崇海づり施設管理棟事務所

045-506-3539 

1E ー..ー.

非常放送
:=ロ円

お客様への情報の伝達

施設名〔横浜市大黒海づり施設)

麟機能欝韓磁甥顛調
鶴見警察署

045-504ー0110

水上警察署
• 045-212-0110 

横浜海上保安部

045-201ー1673

横浜鶴見消防署

045-503-0119 

横浜市水道局鶴見営業所

045-521-3421 

東京ガス横浜支社

045-948-1100 



藤議緊君主湧護軍務建議畿l

負傷事故発生

予喜水事故発生

火災発生

地震発生

津波注意報・警報発令

台風接近

暴風・雷警報発令

横浜市港湾局

賑わい振興課

、司...λ，

./ 

H民防臥

(2)管理執行体制 (オ)緊急業務フロー

イオンディライト株式会社

横浜支庖

統括責任者 045-623-6030
、ヨ."'" 

月一-一口一，.出臥一一明17J~

045ー761-1931

¥. 

非常放送
品開

お客様への情報の伝達

施設名(横浜市磯子海づり施設)

045-761-0110 

水上警察署

045-212ー0110

横浜海上保安部

045-201-1673 

横浜磯子消防署

045ー753ー0119

横浜市水道局磯子営業所

045ー753-1241

東京ガス横浜支社

045-948-1100 



横浜航路標職事務所

平日昼間 045-211ー078

休日夜間 045-211ー077

イ矛ジデ記ヲ平手扉式会社

横浜支庖

TEL 045-640-1810 

FAX 045-662-4350 

南関東支社

TEL 03-3524-8749 

FAX 03-3524-8720 

(2) 管理執行体制 (カ)緊急連絡体制表
施設名(横浜市本牧海づり施設)

横浜水上警察署

TEL 045-212ー0110

海難
横浜海上保安部

TEL 045-201-1673 

横浜中消防署

TEL045-251ー0119

電気
東京電力中曽業セン$1

TEL 045-661-7431 

ガス
東京ガス横浜支社

TEL 045-948-11 00 

水道
横浜水道局中営業所

TEL 045-651-2281 

ー
本牧病院

TEL 045-621 -2445 

横浜市みなと赤十字病院

TEL 045-628-61 00 



イオンディライート森蚕蚕在

横浜支局

TEL 045-640-1810 

FAX 045-662-4350 

南関東支社

TEL 03-3524-8749 

FAX 03-3524-8720 

(2)管理執行体制 (カ)緊急連絡体制表
施設名(横浜市大黒海づり施設)

海難

電気

ガス

水道

己

横浜水上警察署

TEL 045-212-011 0 

横浜海上保安部

TEL 045-201-1673 

横浜鶴見消防署

TEL 045-503-0119 

東京電力中営業セン告

TEL 045-661-7431 

東京ガス横浜支社

TEL 045-948-11 00 

横浜水道局中営業所

TEL 045-651-2281 

横浜市みなと赤十字病院

TEL 045-628-6100 



(2)管理執行体制 (カ)緊急連絡体制表
施設名(横浜市磯子海づり施設)

横浜水上警察署

TEL 045-212-011 0 

海難
横浜海上保安部

TEL 045-201-1673 

横浜磯子消防署

TEL045-753ー0119

電気
東京電力中営業セン聖一

TEL 045-661-7431 

イオンデイフイト株式会社

横浜支后
旦一一一一.:Jl

ガス
東京ガス横浜支社

TEL 045-948-11 00 

水道
横浜水道局中営業所

TEL045-651て 2281

TEL 045-640-1810 

FAX 045-662-4350 磯子中央病院

南関東支社

TEL 03-3524-8749 
緊急病院

TEL 045ー752-1212

FAX 03-3524-8720 



(3)指定管理業務計画書 ア年開業務計画表(ア)運営業務に関する計画表

対象施設

対象期間

施設の休場日

本牧海づり施設

大黒海づり施設

磯子海づり施設

横浜市本牧海づり施設・大暴海づり施設・磯子海づり施設

平成27年4月1日 ~ 平成28年3月31日

12月31目、 1月1目、奇数月の第2火曜日(施設点検目)

{平成27年5月12目、7月14日、9月S目、 11月10目、平成28年1月12目、3月自白)

12月31目、奇数月の第3火曜日(施設点検日)

(平成27年5月19目、7月21目、9月15日、 11月17目、平成28年1月19目、3月15日)

12月31目、 1月1日

本牧・大黒海づり施設の利用料金

入場料金

300円

150円

磯子海づり胞設の利用料金



本牧・大黒・

乗合自動車以外の

四輪自動車

1台18

1田につき

業として広告写真の撮影又は映画の撮影その他これらに類する行為をする場合

区分 単位 料金

業として広告写真の撮影その他
1日につき 30， 000円

これに類する行為をする場合

業として映画の撮影その他』れに
1自につき 60， 000円

類する行為をする場合

つり施設利用料金減免基準

減免適応対象 減免対象者 減免率 説明

学校教育j去に規定する 一Z時蜘-@Rぴを含己一棚ホむに】田の牟U生、徒特るaも別叫，0)措を倉ず噛むる}も事

-学校長が申請する』と。

学校の長が、教育上の -正規の教科以外のヲラブ活動

目的で使用するとき 全額又は 部活動、生徒会活動の場合は

1/2 1/2波免とする。

-前述の場合、愛好会、同好会

には適用しない。

撮影料金減免基準

横浜市海づり施設条例施行規則第10条第1項第1号の定めによる。

|地方公共団体が主催し、又は共催する行事又は事業のために利用する場合 | 



(3)指定管理業務計画書 (イ)管理業務に関する計画表

施設名 守東4 円施設)

=備点豆検亙軍項目 周 4月 5月 日月 7月 8月 月 0月 2 1月 2月 3月 侃1考

11 。
|月 ili点検 6回/年 。 。 。 。
|浄化槽法第 i日也可制 1回/年 。
静化槽 法第11条検査 l回/年 。

曙
n i.~検(管理棟) 山口Jザ 。。。。。。。。。。。。

E綜
ι 」 。L J 。。 L 。

|押 り 、四国的 随時 。 。 L L 

fり 随時 。 。 。 。
墜盤

、具明且国也叩J 4回/年 。 。 。 。
J rtX. UJU草守検品:3問月 機器点検 9月)

2回/年 。 。

|邑 ~ 

(年66回回/以年上)
。 u 。 ι 。 」

目 ~ガラス拭き
(年66回回/以年上)

。 。 。 。 。 。

2回/年 。 。
買(実高施著期葱間一 5-6月・ 10-11月)

21到/年 「幽 11 J L 
4-10月) 績11

{宜主 5-7月)
l回/年

事l



(3)指定管理業務計画書 (イ)管理業務に関する計画表

施設名(慣肘町 fり施設)
項目

善要r
11 4月 5月 6月 7月 B月 9月 1 0月11 1月11 2 Jl 1月 2月 3月 備考

t備点検 函 11 。
績11

|月 四品世 よ.，土:!.J/""F 。。。。。。。。。。。。
1回/年 。

!浄化槽 t国 .-:;t;'VI'I I回/年 。
|浄化槽法第11条検査 1悶/年 。

目-'::;I::"l.>f'1 日日，
。。。。。。。。。。。。

月間，
。。。。。。。J ι 。。。

!り L官埋碑J
[年4随回時以日
。 。 。 。

!り
4随回時以上)

トE 。 。 。 。
E詫

IL.n~ γ官坦硯J 十画11 。 。 。 。
績11

4回/年

調l
。 。 。 。

|消[機防器用・結設合備点等検点問獄
j) 

2回/年 。 。

開i
|厄刑問川 同 :き

(年66回回/以年上)
。 。 。 。 。 。

日 ノ、~C

(年66回同/以年ト11実実績績 。 。 。 。 。 。

2闘/年 ι 

斎草((実実定地施施存管期期理薬間間ー 54~~810月月・)10~11月) 2回/年 。 。

曜l図μF 。
5-7月)

|実績



"0 事区来分 事象色 予図定鑑見

1 担家 初心者組子つり教室 4-12月

2 提案 初心者つり教室 毎月

3 提案 初心者ルアー教室 毎月

4 1I是楽 初心者ヘチ釣り教室 5-10月

5 撞案 ゅー上級者つり教室 毎月

ドの 提案 繍浜市民無料つりデー 8月

7 提案 小中学生熊糾つりヂー 毎月

8 提案 レディース無料つりデー 毎月

9 提案 母の日無料つりデー 5~ 

10提案 徹老の回無料つりデー 9~ 

11 建案 いい夫婦の回無料つりデー 11月

12提案 新成人無制つりデー 1月

(3)指定管理業務計画 (ウ)提案事業に関する計画表
(5)年間提案事業計画及び収支計画表(年間自主事業計画)

l!;段名(!負担尾市本牧・大黒健子海づり施設》

開催肉容 ターゲット ヨンセプト 施根名 ジャンル 【入有場・鰻"} 《-有加・僻'E〉

初心者を対象とした釣り教室の開催 観子 特土ら同いに時日、お開に子催釣さ時りまをIま客通つをじりて取初のり心込讃者み厳のた問方い題、とー考自え然てのい大ま切すさ.3お子さま客に本伎でのつりの楽しさやつり方を覚えても 3lfi霞 啓発 '轟 有

を逝 環聞 を学び考えていただく.

初心者を対象とした釣り教室の開催 金利用者 初心者を対象としたつり教室.魚を沢山釣れるようになり.再来場頂〈事を回線としています. 31値段 啓発 '思 有

初ルアbー者釣向り中の級歓者童までを対象とした 会事IJI習者 ζの教室はルアー釣りをりをは習じめ得てしてみいたたい定方〈のたためめにの、ν教ー室パでスす専.門
安全で正しいJレアー釣 家による鴎義実按指導を行指いますー

3施設 宅害発 '畢 有

ヘテ釣りの名手によるヘチ釣りの教室 金利用者 初心者を対象としたヘチ釣りの教室.魚を沢山釣れるようになり、再来場頂〈事を目標としています. 3施段 啓発 無 有

中上級者を対象とした釣り教室の開催 会争j用者 初心者教室後、経験を積まれた方を対象に再来楊頂〈事を回線としています固 3絡段 唇発 '昆
有

イベント対象者の入繍料が無料になる 織浜市民 自頃御利用いただいているお客様へのサービス及び新規顧客の護得 3施段 理元 '昆
無

イベント対象者の入場料が無桝にらる 小中学生 イ結ベ果ン的トに対お象客者様の満入足場度料アがッ無プ根、来に初な者る事数での、増そ加れをに悶伴るい.コ7ミリ一層の利用者数の増加. 3絡段 還元 '昼 '昼

イベント対象者の入場料が無料になる 女性 イ来ベ場ン者ト数対の象増者加のを入図場る料圃が無料になる事で‘利用者散の地加‘結果的にお客織満E皮アップ、 3施股 還元

"" 
無

イベント対象者の入場料が無剥になる 女性 日頃御利用いただいているお客栂へのサーピス及び新規廟客の痩得 3施設 還元 '除 '忌

回歳以上の方は入場制が無料になる シニア 敬理老元のサー日Iビ二ス開の催意し、味高合齢い者での行方いにまもす慢B しいサービスの提供・地元地域の方への 3施置 還元 '帳 '陸

ご夫鍋で入場して国いた方 夫婦 ごイベ夫ン錫トで開お催こにしよいるたおだ客け織れへばの.2置名元織とを本録牧制でに季す節るイイベベンントトを.閲憧している事を周知する事が大きな目標. 3錨段 還元

'‘ 
無

イベント対象者の入場糾が無料になる 新成人 日頃御事l用いただいているお軒憲へのサービス及び新規顧客の撞得 3施段 進元 '帳 無

25/ぉぺ:-y



NO 事区案分 事案名 予開定催月 11値肉容 ターゲット ヨンセプト .1監名 ジャンル (入有絹・情斜) 閣-加・'，齢e 

13提案 パレンタインヂ 無料つりデー 2見 カップルで入場して頂いた方 カップル 日頃御利用いただいているお客様へのサービス及び新規顧客の謹禍 3施綾 還元 li! 無

14握案 ホワイトデー無料つりデー 3}j カップルで入編して頂いた方 カップル 日頃御利用いただいているお客線へのサ-t:ス及び紙調顧客の獲得 3施設 還元 li! 2畏

15提案 お客さま感謝ディー 毎月 毎月四目、回目をポイント2倍とする おイオ持ンカちーのトを方 イオンのお客さま感謝ディーにあわせたイベント 3施霞 還元 有
'量

16提案 見聞大物貧 毎月 規定サイズ以ょの魚を釣ったお客さま 全利用者 自分の釣りスタイルをお持ちの中よ級者にも楽しんでいただける肉容に仕上げてい〈予定です. 3錨殴 還元 有
'量

17 提案 大物ダービー 年@回 期間中に釣った魚の大きさまたは数 全利用者 自分の釣りスタイルをお持ちの中よ級者にも楽しんでいただける内容に仕よげていく予定です. 3!電量 還元 有
'罷

16提案 魚確による釣り大会 年16固 季節ごとに釣れる魚によるつり式会 金利用者 初心者さんからベテランさんまで和気あいあいと、季節ごとに釣れる魚による大会を開催し親睦を毘め 3施政 還元 有 有
る.

19提寒 磯子ミニル7-71'凶ンタ 2月 シハ.λを対象魚としt=.n.7-釣りの大会 金利用者 『大大J.会きな.J毎呂bや月標マ行.ナなーわをれ守るりルなアが-らE安定全会にのル延ー長ア上ーコにィあッるシ大ン会グ.を釣楽りしにむ対』とすいるうマ理ナ念ーのや下安に全実の施周さ知れするるルこアとーが 機子 啓発 li! 有

20短莱 磁子在メパル式会 3月 メパルを対象魚とした夜釣りの大会 金制周者 おが客目犠徳よ.りご要望の多い夜釣り教室の延長ょにある大会.夜釣りの楽しさと施訟の包知度を上げるζと 司肝 啓発 10 有

21 揖案 本綾ルアーフィヲシシタヲェλティハル 1月 シー'1¥'λを対象魚としたル7-:釣りの大会 金利用者 大き『ルな会ー目.ル毎標や月.マ行ナなーわをれ守るりルなアがーら教安室全の!こE1レ長ー上ァにーあフィるッ大シ会ン.グ釣をり楽にし対むす』るといマうナ理ー念やの安下全にの実周施知さすれるるこルとアが一大 本綾 啓発 li! 有

22 鑓案 大原ミニルアーフ{"a，シゲ 2月 シーバスを対象魚としたルアー釣りの大会 会利用者 大き『ルな会目.ル毎線や月.マ行ナ
tJ:*ー3をれ守るりルなアがーら教安室全のにEJレ長ー上ァーにコあィるッ大シ会ン.グ釣をり楽にし対むす』るといマうナ理ー念やの安下全にの実周S知値さすれるるこルとアが一大 大黒 答発 有 有

竹一

栄を父周養の知ドす固リるにン事.ク仕がの事火プにきレ進なゼぴ自ンに律トをい..Qつイもベ頑ン張トっ開て催〈にれよてるいおる客お様父へさのん還に盛元れと本を敏とっでて季い節たイだベこンうトとを、開催している家
23 自主 父の日栄養ドリンタプレセット 8月 お父さん限定の栄養トりンタのプレセシト 金利用者 3締盟 還元 有 無

回自主 星に願いを..・七夕まつり 7月 館肉に笹をI!!置し短冊を付けてもらう 金利用者 物7月に1お日予開さ7月ま7を日対の象七と夕し.ま施で段の肉1週入間り口程に度設の置開す催る予事定で.季節イベントの演出効果も期待できる. 3纏段 還元 有 無

25 自主 イワシの日 10月 キ先着のプ10レ0名ゼ繍ンへトイワシのよ〈つれるサピ 全利用者 本き、牧自で頃よか〈釣ら御れる利シ用コ頂イ〈ワおシ客が様たへ〈のさん還釣元れのる耳障サ昧ピ合キいをもプあレるゼ.ントする事で、ファミリー層へ満Eしていただ 3施霞 還元 有
'怪

集まって買いたお子様たちとゲームをし
特土リピに日ー家にタBごー露来連と場れし頂ての再〈おフ来客ァ場様ミリ頂へ一〈楽層事しをのん回おで線客頂様と〈し事へてを楽い目しま標んすとで.しいたたイだベ〈ン事トで.、満足度アップ、季節イベントの周知.26 自主 ハロウィンザーム 10月 て お子さま 3施録 理元 有 '隆

当たるとお菓子のプレセット

初'"ペジ



NO 事区象分 事業名 予開定催月 闘機内容

27 自主 クリスマスプレゼント 12月 ゲお菓ーム子をのしフて4勝を者プ!レこセ!まット

28 自主 餅っき大会 12月 餅っき及び録舞い餅&豚itサービス

29 自主 電子マネー対応自販機の段置 毎月 WAON他電子マネー対応型自販機を股
{大黒〉 置

30 自主 釣具フリーマーケット 7月 釣具眼定のフリーマーケットの聞催

31 築家 ディキャンブ・BBQ 4.....11月 ディキャンプ&.88Qザーピスの撞供

通常の営業時聞を1時間または2時間
32 鑓案 営築時閣の延長 毎月 の

延長

33提案 平成田年1月1自の営業 1月1日 初日の出宮案

34 鐸案 平成田年3月の営業時聞の変E ，~ 
7:00.....17:00までの営業時聞を
6:00.....18:叩に変E

"提案
平更成27年度年末年始の営来日変 12・1月

海営づ案りをB年E段末条は例12に月定四め回るま年で末と年し、始の

年始は1月z日より営業いたします

※ 注釈

1 開催月は予定です.やむを得ず変更する場舎がございます.
2.事業名は変更、修正する場合がございます.
3詳細な実施予定日につきましてr;l:.約3ヶ月前に決定予定です.
4開催予定時期は未定となりますが.実絡を予定しております.
5鉾細な運用方法などr;l:.後自決定予定です.

ターザット ヨシセプト 施股名 ジャシJレ (λ有婿・無斜} t-有加・鍋't} 

お子さま 季フ特ァ節にミイおリベ子一ンさ層トまをを客狙多にい数喜‘開土ん催で日しIに頁て開〈い事催るをすが目る‘線事そとでのし釣中、釣りでをりもさを主れし力ななと〈いなておるも客イ楽ベ様しン‘めトる.鑓案. 3施段 還元 有 '罷

金利用者 日頃御利用いただいているお客犠へのサービスの意な味目標合.い持つが‘
季節イベントを開催している事を周知する事が大き

大黒 還元 有 '思

電子マネ-..省 お客織よりの要望もあり.~)便性の向ょを凶る目的で段置致します. 大黒 還元 • ，罷

金利用者 緑地公園ー舗を有効活用し.lIil史の認知度を上げることが目標 本太牧黒 啓発 '怪
無

会剥用者 緑地公園ー舗を有効活用し‘施慢の認知度をよげることが目標 大黒 還元 '怪
有

会初用者 朝まずめ・タまずめに営合業わいせたたし営ます業.時間へのII!JI!してほしいとのお客待からの要望が多数あった為、
運営時聞を変更して

3施設 還元 省 • 
金制用者 初日の出を大黒先鑓緑地で‘またつり場も短鎗省案で対応することで集容を目的とする 大黒 還元 有 • 
全利用者 納まずめ・タまずめに合わせた営業時間への変更してほしいとのお客織からの要望が多数あった為. 本大故黒 還元 有 無

運営降聞を変Eして営豪いたします.

金利用者 釣そおの客り人釣さにまりへとおっさのてめ量の、元初「釣サ釣ーりりおビにさスぜめをひム意当と「初艦して釣霞をおりJ利りはま朗そすしれ.てぞいれたのだお〈た客めさまに営にと来っ日ての太変切更なをもしのてで営あ業りし‘ます. 3施段 還元 有 無
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(3)指定管理業務計画書 (ヱ)外部委託予定表

電気設備保守点検業務 月次点検

巡回点検、水質調査

、管理棟窓ガラス拭吉

リサイヴル晶の処理

筋殴名(横浜市本牧海づり施霞)

平成28年3月31日まで

平成27年4月1日より

平成28年3月31白書で

平成27年4月1日より

平成28年3月31日まで

平成27年4月1日より

平成28年3月31日まで

平成27年4月1日より

平成28年3月31固まで



(3)指定管理業務計画書 (エ)外部委託予定表

電気設備保守点検業務 月次点検

巡回点検、水質調査

浄化槽保守点検業務

、管理棟窓ガラス拭音

除草作業、奥定作業、薬剤散布

施!E、目土かけ

施設肉ゴミ、リサイウル品の処理

施霞名{横浜市大黒海づり施股)

平成28年3月31固まで

平成27年4月1日より

平成28年3月31固まで

平成27年4月1日より



(3)指定管理業務計画書 (エ)外部委託予定表

リサイウJレ品の処理

(3)指定管理業務計画書 (エ)外部委託予定表

リサイウル品の処理

施段名(横浜市大黒ふ頭先端緑地:

平成27年4月1日より

平成28年3月31固まで

平成27年4月1日より

平成28年3月31固まで

平成27年4月1日より

平成28年3月31日まで

施陵名(横浜市磯子海づり施霞)

平成28年3月31固まで



(3)指定管理業務計画書 (オ) 防犯・防災対策

施設名( 横浜市本牧海づり施設 ) 
施設名( 横浜市大黒海づり施設 ) 
施設名( 横浜市磯子海づり施設 ) 

防犯対策

セコム機械警備
( 1 )無人時の侵入異常、警察、警備、施設従業員現場着
(2 )金庫カメラ監視

2 山手警察署(本牧海づり総設)
鶴見警察署(大黒海づり施設)
磯子警察署(磯子海づり錨設)
夜間警還協力

3 施設侵入者、被害届提出

4 繁忙時の警備員配置(警備会社業務委託)

防災対策

1 大人用及び子供用救命胴衣の無料貸し出し

2 8月、落水者救助訓練。海上保安庁、水上警察署、消防署との共同訓練

3 毎月の救命浮輪投げ訓練(お客様ご参加)
年2回の救護人搬送訓練
年2回普通救急救命技能をいかしたAED使用訓練

4 お客様へのお声かけ及び救助道具の点検
( 1 )救命胴衣着用の呼び掛け
(2)天候、天気、地震、津波、濃霧など異常時のご案内
(3 )場内巡回時に危険防止の呼び掛け
(4 )施設常設の救命胴衣の点検、護岸、桟橋設置の救命浮輸の点検

5 防火対策
( 1 )年2回の消防設備点検
(2 )年2回の消防訓練の実施
(3 )避難経路、消火器設置場所の明示
(4 )消防、救急、海上保安庁への通報手順の明示

以上



(3)指定管理業務計画書 (カ)要望対応方針・事務フロー

施設名(横浜市本牧海づり施設)

施設名(横浜市大黒海づり施設)

施設名(横浜市磯子海づり施設)

要望対応方針

。お客様のご意見、ご要望の窓口は 1)イン告ーネットのホームページ

2)施設肉に設置のアンケートボックス 3)電話 4)従業員全員とする。

。お客様のご意見、ご要望への対応は、各j毎づり施設の責任者及び副責任者

で構成する事務局とし、その統制は統括責任者が行う。

。お客様のご意見、ご要望への回答はできるだけ速やかに行う。

。お客様のご意見、ご要望は、その窓口で回答できるものは回答し、時間のかかるもの

についてはイン告ーネットホームページまたは施設内掲示板に公開する。

。事務局にて判断、決定できない問題については、統括責任、港湾局の判断を仰ぐ。

事務フロー

お客様のご意見、
ご要望をお聞きする窓口

イン告ーネットの
ホームページ

各海づり施設内設置
アンケートボックス

電話

各海づり施設
全従業員

t 
f 

統括責任者

I 
お客様のご意見、ご要望
に対応、回答する窓口

各海づり施設
お客様の対応事務局
施設責任者
副責任者

できるだけ具体的な
回答を掲示する。

各海づり施設
お客様ご意見、ご要望に
対する回答公開掲示板

オンディライト株式会主

横浜支庖

横浜市港湾局

賑わい振興課



(3)指定管理業務計画書 (キ〕研修計画表

施設従事者

4月 | 施設従事者

5月

6月

7月

S月

g月

10月

11月

施設従事者

施設従事者

施設従事者

施設従事者

施設従事者

施設従事者

施設従事者

i結設従事者

施設従事者

施設従事者

12月 | 施設従事者

1月

2月

3月

施設従事者

施設従事者

施設従事者

施設従事者

施設従事者

イオン行動規範・ディライトウヱイ教育

救命具の使用方法確想

定気設備1

落水事故救助訓練

消防訓練

※各研修、教育は複数回実路し全従業員が受講いたします

個人情報漏洩防止の施策。

言案の使い方、お客機の要望、苦言への対処の仕方等.

マリンポーチ、ゴムボートの点検及び使用方法の確箆

通報・救助訓練並びに利用者への救命具の必要性な

、救命技能をフラッシュアップ

救命胴衣、マリンポーチ、ゴムボートの点検且ぴ使用方法

コンブライアンス

マリンポーチ、ゴムボート由点検及び使用方法

言葉の使い方、お客様の要望、苦言への対処の仕方等

火災発生時の緊急対応確認

自主講習受講により、救命技能を7ラッシュアップ



(的指定管理業務に係わる当骸年度の収支計画書


